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  研究要旨 

 ミャンマーの大学で日本式の安全講習会を開催するため作成し
たオリジナルの教材で用いられている英文校閲および英語講義法
の指導を行うとともに、大学調査に同行し調査を行った。 

 

 

      
A．研究目的 
 １．日本式安全衛生教育をミャンマーの大学に提供
   するために作成した教材の英文校閲を行い、教
   材を作成する。 
 ２．本プロジェクト参加者へ、英語による講義法を
   指導すること。 
  
 
B．研究方法 
 研究分担者により作成された教材を作成した研究
分担者とともに内容を確認しながら英語の校閲を行
った。さらに、教材全体の文体や表現方法の統一をお
こない、英文の教材を編集した。 
 この教材をもちいて、英語による講義に不慣れな研
究分担者へ、英語を用いた講義の方法や技能を指導
し、ミャンマ－で十分な講義ができるよう訓練した。 
 ラオス国立大学、タイのチュラロンコン大学 及

びマヒドン大学と調査に関する連絡調整を行った。 
  
C．研究結果 
 2019年度に使用する試行用の教育教材の英語を校
閲し必要な修正を行なうともに、文体や体裁の調整を 
行い、完成させた。 
 ミャンマーの大学での講義担当者へ、英語による講
義法を訓練し、作成した英語教材を用いて講義ができ
るようになった。 
 ミャンマー大学の安全衛生担当と教科書の様式と
教育法（Flipped classroom形式）を話し合った。 
  

   
 
 D．結論 
  研究分担者から提出された教材の原案を基
 に、英文校閲および体裁の調整を行い、2019 
年度試行用教材を完成させた。さらに、英語に 
よる講義法についての訓練を行った。 
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